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問題は「食品学」「栄養学」「生化学」の分野から出題されます。 

このうち２分野を選択し，解答しなさい。 

選択した科目に○をつけること。 

 

〔 食品学 〕 （    ） 

〔 栄養学 〕 （    ） 

〔 生化学 〕 （    ） 

  

合  計 
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2026年度 茨城キリスト教大学大学院 生活科学研究科食物健康科学専攻 

Ⅰ期 入学試験 解答用紙 【専門科目】 

１．食品学分野 

 

問１  

日本農林規格（JAS規格） 

 

問２ 

①製品の品質を評価 

一般状態（清澄度、風味、異物混入など、油脂の状態を確認） 

酸価（油脂中の遊離脂肪酸の量を示すもので、熱による酸化の程度を確認）  

②製品の特性を表す値（油脂の種類により特定の値を示す） 

  よう素価：油脂100 gに付加することのできるヨウ素のグラム数をいう。 

この値が大きいほど試料中の脂肪酸の不飽和度が高いことを示す。 

けん化価：油脂1gをけん化するのに要する水酸化カリウムのミリグラム数をいう。 

この値が大きいものは脂肪酸の鎖長が短く、分子量が小さいことを示し、 

小さいものが脂肪酸の鎖長が長く、分子量が大きいことを示す。 

 

問３ 

 １）クロロフィル 

  

２）圧搾法 

  

３）酸価・過酸化物価は、酸化の程度を評価するため、全加工工程を同日に実施すれば、 

酸化の程度も同じになる。したがって、AとBが同値になる。 

風味（香り）は、原料の香りがそのまま圧搾されて製品になるため、Aの方が評価が 

高値になる。 

 

 

 

  



2026年度 茨城キリスト教大学大学院 生活科学研究科食物健康科学専攻 

Ⅰ期 入学試験 解答用紙 【専門科目】 

２．栄養学分野 

 

問１ 

 

更年期になると、卵胞数が減少し、卵巣機能が衰えるため、卵胞から分泌されているエス

トロゲン（卵胞ホルモン）が減少する一方、下垂体前葉から分泌される卵胞刺激ホルモンが

促進されるようになる。 

 

 

問２ 

 

エストロゲンは、LDL コレステロールの取り込みを促進し、総コレステロール濃度の上昇

を抑制する機能があり、脂質代謝に大きく関与している。更年期になると、エストロゲンの

分泌が減少し、脂質代謝のバランスが崩れるため、LDL コレステロールや総コレステロール

値が上昇する。 

 

 

問３  

 

エストロゲンは、破骨細胞の活性を抑制し、骨吸収を抑え、骨芽細胞の活性を高める機能

など、骨代謝のバランスを維持している。更年期になると、エストロゲンの分泌が減少し、

骨代謝のバランスが崩れるため、骨芽細胞の活性が低下し、骨量が減少する。 
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３．生化学分野 

 

問１ 

a 〔 α-ケトグルタミン酸 〕      b 〔  オキサロ酢酸   〕    

 

問２  

  補酵素名    〔 ピリドキサルリン酸（PLP） 〕   

 

問３ 

  代謝系の名称  〔 TCAサイクル（クエン酸回路） 〕   

 

問４ 

  １） 臓器名  〔 肝臓 〕   

   

２）  グルタミン酸脱水素酵素による脱アミノ反応によって生じたアンモニアは、強

い神経毒性を有し、生体に悪影響を及ぼす。ゆえに速やかな処理・無毒化を行う

必要がある。 

肝臓に存在する尿素回路（尿素サイクル・オルニチン回路）ではこのアンモニ

アを基質とし、さらに二酸化炭素（CO2）、水（H2O）、2分子相当の ATPを利用して

カルバモイルリン酸を合成し、尿素回路に流入する。 

カルバモイルリン酸はオルニチンと反応し、シトルリンを生成したのち、尿素

回路が進行する。回路の最終反応として、酵素であるアルギナーゼの作用により、

基質のアルギニンから無毒の尿素が遊離する。 

尿素回路で生成した尿素は、肝臓から血液を介し、腎臓でろ過された後、尿中

に排泄されることで、生成したアンモニアの処理が終了する。 

 

 

 


